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流通とＳＣ・私の視点 

2011 年８月 15 日 
 

大阪ステーションシティの現状と評価(その１)!! 

― 都市型ＲＳＣとしての大阪ステーションシティ ― 
 
大阪ステーションシティが 2011 年春（3 月・４月・５月）に大阪・梅田のＪＲ駅ビル内にオープンしま
した。今後、2012 年秋に阪急百貨店の増床、2013 年春にグランドフロント大阪の開発（北ヤード開発）が
続き、梅田街区は新宿街区を抜き日本一の商業集積街区になります。 
梅田街区の近未来の業態別売場面積は次の通りとなります（2013 年春現在）。 

 売場面積 構成比 備考欄 
総 合 百 貨 店 250,683 ㎡ 41.4％ ４店 
ス ペシャリティ百貨店 91,914 ㎡ 15.2％ ６店 
フ ァ ッ シ ョ ン ビ ル 163,234 ㎡ 26.9％ 12 店（ＳＣ） 
地 下 街 （ 駅 ビ ル ） 100,106 ㎡ 16.5％ ７店（ＳＣ） 

合   計 605,937 ㎡ 100.0％  

この中で「大阪ステーションシティ」は、大丸梅田店（64,000 ㎡）、三越伊勢丹（50,000 ㎡）の２核とル
クア（20,000 ㎡）の専門店街から成る「都市型ＲＳＣ」（都心立地の多核・モール型ＲＳＣ）（売場面積 134,000
㎡）のＳＣ業態です。 
都市型ＲＳＣは日本ではＪＲ系のＳＣとして開発され、その例は次の通りです。 

ＳＣ名 場所 売場面積 摘要欄 

タカシマヤタイムスクエア 東京・新宿区 73,597 ㎡ 
高島屋・東急ハンズを核店とした
都市型ＲＳＣ 

ＪＲセントラルタワーズ 名古屋・中村区 75,065 ㎡ 
高島屋・東急ハンズを核店とした
都市型ＲＳＣ 

ＪＲ伊勢丹＆キューブ 京都・下京区 43,236 ㎡ 伊勢丹と専門店街の都市型ＲＳＣ 

ＪＲ博多シティ 福岡・博多区 76,140 ㎡ 
阪急百貨店とアミュプラザの都市
型ＲＳＣ 

日本の都市型ＲＳＣ（多核・モール型ＲＳＣ）は、ＪＲ系のターミナルに立地し、中心市街地のニーズで
あるアーバンリゾートニーズとアーバンコンビニエンスニーズを 50:50で取り入れ、営業的には成功してい
ます。 
大阪ステーションシティは、ノースゲートビルディングとサウスゲートビルディングの２館体制で、回遊
性には課題がありますが、売場面積 134,000 ㎡の都市型ＲＳＣ（都心立地の多核・モール型ＲＳＣ）として
は日本一のＳＣです。 
商業は立地産業であり、都心立地の商業と郊外立地の商業は、消費者の出向動機と購買動機によって成立
する商業が異なることになります。商業立地を都心立地と郊外立地、さらに中間立地(都心と郊外)の３つに
分類し、事例で示すと次の通りです。 

 事 例 の Ｓ Ｃ 

都心立地の多核モー
ル型ＲＳＣ 

都心立地 
タカシマヤタイムスクエア、ＪＲセントラルタワー
ズ、ＪＲ伊勢丹＆キューブ、大阪ステーションシ
ティ、ＪＲ博多シティ 

中間型多核モール型
ＲＳＣ 

都心の一角で郊外ニー
ズを取り込める立地 

ラゾーナ川崎、阿倍野キューズモール、玉川高島屋
ＳＣ、西宮ガーデンズ、キャナルシティ…等 

郊外立地の多核モー
ル型ＲＳＣ 

郊外立地 
イオン型ＲＳＣ、ららぽーと型ＲＳＣ、アリオ型Ｒ
ＳＣ、イズミ型ＲＳＣ 

アメリカは「過度に郊外立地のＳＣが発展」し、ヨーロッパは「過度に都心立地のＳＣが発展」していま
す。それゆえに、その反省としてアメリカは中心市街地の良さをもった多核・モール型ＲＳＣが、ヨーロッ
パでは郊外型の多核・モール型ＲＳＣが続々と開発されています。正に、都心と郊外の適正化現象がＳＣレ
ベルで起きています。 
日本では 1950 年～1960 年代以前の「都心商業の基軸の時代」(都心商業と郊外商業が同質レベルで競争
すると都心商業が勝つ)から 1970 年～2000 年代の「郊外商業の基軸の時代」（都心商業と郊外商業が同質レ
ベルで競争すると郊外商業が勝つ）を経て、2010 年代(2011 年以降)は都心商業と郊外商業は互いに得意分
野に基づき、棲み分け時代となり、日本はアメリカ型でもなくヨーロッパ型でもなく、消費者の意思に基づ
いた都心と郊外のバランスの良い商業が確立させるべきです。 
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